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はじめに
谷崎潤一郎『痴人の愛』は、一九二四年三月二〇日から同年六月一四日まで「大阪朝日新聞」朝刊に掲載され、休載を
経て、同年一一月から一九二五年七月までプラトン社『女性』に掲載された。全八七回の新聞連載では、田中良による挿絵が八六枚挿入された。
新聞小説において読者は、テクスト、挿絵、記事、広告を同時に目にすることとなる。その中でも、とくに挿絵は「小
説への興味をひきつけ、場面の理解を助け、ともすると小説内容の読解にまで大きく関わっていくこともあ
（（
（
」り、新聞小
説を構成する上で重要な位置を占める。そこで本稿は『痴人の愛』研究において論じられることのなかった新聞小説という発表形態に着目し、挿絵や記事、広告を含めたテクストとして『痴人の愛』を論じていく。そして、この形態が新聞小説をリアルタイムで読ん いた読者にどのような影響を与え、どのように受 され、またそれが『痴人の愛』にどのような影響 与えたのかを捉え直し いきたい。
七六
一
　
挿絵画家としての田中良
関東大震災前後、朝日新聞社と毎日新聞社は競い合い、発行部数一〇〇万部達成を目指していた。この一〇〇万部達成
を支えたのは、急速に増えつつあった新中間層であることを山本武利が指摘している
（（
（
。新聞小説も新中間層をターゲット
とした商品の一つとして新聞の中で機能していた。 『痴人の愛』が掲載された時期は、まさに「 「文学」がジャーナリズムの需要により商品としての性格を顕在化され 時代
（（
（
」といえる。
挿絵もまた同時期に転機が訪れ、 「帝展、二科展、春陽会の洋画家が続々、新聞挿絵に登場
（（
（
」する。発行部数、頁数とも
に増大する紙面のなかで、 「小説挿絵以外のイラストや写真の占め 割合も増えていき、かつて新聞の顔であった挿絵の効果は相対的に弱まりゆくように
な
（（
（
」 ったため、より魅力的な挿絵が要求されていく。 『痴人の愛』の挿絵を担当した田中良
もこうした時代を背景に活躍し始めた画家の一人であった。
田中は『美術家人名事典
―
古今・日本の物故画家三五〇〇人』 （二〇〇九・二、紀伊國屋書店
（
によれば、東京美術学
校洋画科を卒業 洋画家・舞台美術家で、和田英作 師事している。大衆向き ハイカラな画風から谷崎以外にも菊池寛『第二の接吻』のほか、多くの少年少女雑誌や絵本 描いた。『痴人の愛』以前に田中が挿絵を担当した、谷崎潤一郎『肉塊』 （ 「大阪朝日新聞」一九二三・一・一～五・一
（
の連載予
告には「続いて新年紙上より文壇の鬼才谷崎潤一郎氏 力作『肉塊』 掲載致します（ 略（なお挿絵には 壇の新人田中良氏が努力を傾け盡して清新な彩管を振われます」とあり、挿絵 世界では新人であったことが分か 。けれども『肉塊』 、小山内薫『背教者』 （一九二三・五・二～九・二
（、 『痴人の愛』と相次いで「大阪朝日新聞」朝刊の新聞小説の挿絵
を担当していることから、ある程度人気があったといえる。
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岡田貞三郎は、田中の描く女性には「滴るような色気がとぼしかった」が、 「沈静した、気品のある美しさがあ」り、 「庶
民大衆からはちょっと手が届かないところにある、あこがれを夢みさせる美の世界であった。だが、それゆえにまた大衆に誘惑をかきたててやまぬ存在だった
（（
（
」と述べている。渡辺圭二も「大胆にいえば、田中良は洋装洋服で息吹きするブル
ジョワ社会の男女を、挿絵として初めて表現した画家」であり、 「木版印刷技術の制約をうけず、はじめから写真版、亜鉛凸版印刷技法による、自由な表現を試みられ こ もあって、明快かつ上品な味わいの画風で、都会やブルジョワジーの雰囲気を描きうる画家であっ
た
（（
（
」と指摘する。つまり、田中の絵には「都会やブルジョワジーの雰囲気」があり、 「庶民大
衆からはちょっと手が届かないところにある」美の世界が描かれていたため ブルジョワ社会に憧れを抱く新中間層にアピールすることが出来た。これらのことから、田中は『痴人の愛』を描くにふさわしい画家として、朝日新聞社や読者に期待をもって迎えられたのではないだろうか。
二
　
読者への意識
現在、単行本や全集で『痴人の愛』を読む私たちは、これが新聞小説であったと想起することはほとんどない。ところ
が、テクスト内には新聞連載であることや新聞読者を意識していたといえる表現がある。そ は「読者諸君」 、 「読者」という呼びかけである。 『女性』連載時には一度しか登場しない
（8
（
ため、 『痴人の愛』においては、とくに新聞を意識した表現
だと える。
この呼びかけは、新聞連載第一回一の一（三・二〇（冒頭の「私は此れから、あまり世間に類例がないだろうと思われ
る私たち夫婦の間柄に就て、出来るだけ正直に、ざっくばらんに、有りのままの事実を書いて見ようと思います。それは私自身に取って忘れがたない貴い記録であると同時に、恐らくは読者諸君に取っても、き 何かの参考資料となるに違
七八
いない」という言葉から始まる。そして、第一八回五の一（四・六
（、第二九回七の二（四・一七
（、第四〇回九の一（四・
二八
（、第六二回一一の五（五・二〇
（
といずれも章の冒頭付近で繰り返される。頻繁に呼びかけることで読者を意識する
とともに読者の物語への参加を促していたのだろう。しかし、読者との親密な関係は長く続かない。第六三回（五・二一
（
から新聞連載終了まで「読者諸君」 、 「読者」とい 言葉は一切登場しない。それどころか、第七四回（ ・一 で、ナオミは「新時代の流行に反感を持つ新聞などが、又いい加減な記事を書いては中傷するので、一般の人はダンスと云えば不健全なものだ 極めてしまっている」と新聞批判までしている。
読者への意識は、譲治とナオミの図像により明確に表れている。テクスト内で譲治は自分が田舎育ちの模範的なサラリー
マンであることを繰り返し語って る。シュレムスカヤ夫人とのダンスレッスンはもとより、カフェ・エルドラドで客に「こう云う所でしか見られない、一種異様な、半ば敵意を含んだような、半ば軽蔑したような胡散な眼つき」で見られると、 「自分がたった五尺二寸の小男であること、色が土人のように黒く 乱杭歯であること、二年も前に拵えた甚だ振るわない紺の背広を着ていることなどを考え」 、自分を卑下していた。それに対して挿絵の譲治（図
（
は、田舎出身の冴えな
いサラリーマンではない。オールバックで整った目鼻立ち、蝶ネクタイとタキシードを身につけた紳士となっている。さらに別人であるにも関わらず、 『肉塊』主人公の小野田吉之助（図
（
も同様に描かれている。譲治と小野田は、顔立ちだ
けでなく服装も似通っていることから、新聞の主な「読者」である新中間層 あるべき男性像との同一化が られてい
る
（9
（
。
「読者」への呼びかけとこれらの図像から、読者は譲治にブルジョワジーへのあこがれを投影しながらテクストを読み進めていったの はないだろうか。
譲治の図像が新中間層の男性と接続されたように、ナオミの図像も読者の憧れの的であったメリー・ピクフォードをは
じめとするハリウッド女優と接続されていく。ナオミはメリー・ピクフォード以外にも、ケラーマン、ベージ グ・ガール、ピナ・メニケ 、ジェラルディン・ファーラー、プリシラ・ディーンなどさ ざまなハリウッド女優に とえられる。
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この物語世界と現実の連続性を保証する役目を担ったのが、映画記事「スクリーン」だ。
この記事では国内外の映画や俳優・女優が紹介されている。とはいえ国内のものが紹介されることはほとんどなく、海
外映画やハリウッド女優に関するものが主であった。その中でもとくにメリー・ピ フォードに関する記事が多い
（（1
（
。この
記事と『痴人の愛』が隣接し、しかもそ 境界線が曖昧であることから 読者はハリウッド女優とナオミを関連させながら読むこ が可能となる。それゆえ混血児のような印象が一層強くなり、第五回（三・二四（に挿入されたメリー・ピクフォード風の図像と同様、読者のナオミ像は補強されていく。
図1　第三回（一九二四・三・二二）
図2　『肉塊』第五回（一九二三・一・五）
八〇
三
　
ナオミの装いと広告
関東大震災以後、女性の洋装も増加し、それに伴って和服の装いも変化していく。このような時代状況の中、 『痴人の
愛』のテクストと挿絵の「随所にちりばめられた尖端的な風俗描写は、震災直後の、文化が著しく変化し、人々の意識が新しいも へとむいてきた社会状況の中で、読者の欲望に充分に応えるものであった
（（
（
」であろう。
譲治とナオミの出会いは、物語の現在時間から「足かけ八年前」 （一九一七年前後
（、第一次世界大戦後の好景気の頃で
あった。ナオミはカフェの女給見習いで、第一回（三・二〇（の挿絵にも着物に白いエプロンを付けた女給スタイルが描かれている 譲治に誘われて出かける際は、 「多分姉さんのお譲りらしい古ぼけた銘仙の衣類を着て、めりんす友禅の帯をしめて、髪も日本風の桃割れに結い、うすく白粉を塗ってい」た。そして、お伽噺の家で一緒に暮らし、英語と音楽を習い始めて らは、 「銘仙の着物の上に紺のカシミヤの袴をつけ 黒い靴下に可愛 小さな半靴を穿き、すっかり女学生になりすまし」 、髪は「リボンで結んで、そ 先を編んで、お下げにして垂 して」いた。したがって この頃のナオミは給、日本髪、女学生と明治末期から大正初期の女性の典型的な装いを い といえる。
ナオミの描かれ方が一気に変化するのは、第一三回（四・一（からである。譲治が帰省している間、浅草の実家に戻っ
ていたナオミは「白っぽい、ふわふわした、薄紫 葡萄の模様のあるモスリンの単衣を纏って、幅のひろい、派手な鴇色のリボンで髪を結んでい」た。それをナオミの母 「悪くはないけれど あんまり柄がハイカラ過ぎる」と言 ナオミ自体をも「恐ろしくハイカラになっ」たと評す。挿絵には 通り 装いで、振 向きざまに正面を見るナオミの姿（図
（
が描かれている。正面ではなく、あえて横顔を描くことで、ナオミの魅力の一つである獅子っ鼻が強調され、ハイ
カラな印象が際立つ。なお、着物の生地に使用されている紫色 大正初期の流行色であり 大柄の模様も流行していた
（（1
（
こ
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とから、かなり流行を意識した装いとなっている。しかしながら、ナオミは流行の物を身に付けて満足する女性ではない。これ以降、自ら流行の尖端を模索して く。それと同時に、 「傲慢な、我が儘な根性」が「だんだん昂じて来つつ」あったことから、内面の変化に伴う服装の変化ともいえる。
第二一回（四・九
（
で譲治は「何しろおまえは日本人離れがしているんだから、 （中略
（
普通の日本の着物を着せたん
じゃ面白くないね」と言う。それを受けてナオミは、着物を「筒ッぽ したり、パヂャマのような形にしたり、ナイト・ガウンのようにしたり 反物 まゝ身体中に巻きつけてところどころをブローチで止め」るなど工夫を凝ら ている。挿絵でもバ ダナを頭に巻き、身体のラインを強調する派手な柄のコートを羽織り、 「白や 薔薇色や、薄紫の紗のように透き徹る」衣を持って、写真に撮られる姿（図
（ が描かれていた。 「近頃でこそ一般の日本の婦人が、オルガンディーや、
図3　第一三回（四・一）
図4　第二一回（四・九）
八二
ジョウゼットや、コットン・ボイルや、ああ云う物を単衣に仕立てることがポツポツ流行って来ましたけれど、あれに始めて眼をつけた者は恐らく私たちではなかったでしょうか」と一般の婦人に先駆けて「一風変わったスタイル」をするところに譲治たちの「他者との徹底的な差異化の欲望
（（1
（
」がみえる。しかも、図
（・図
（とも横を向きながらも目線だけは正
面に向けていることから、ナオミは「見られる」ことを意識しており、 〝視られる女〟として〝視る男〟 （譲治や男性読者たち
（
の「視覚的欲望を喚起する存在
（（1
（
」となっている。さらに、 「消費行動と欲望とをとり結ぶメディ
ア
（（1
（
」である広告とと
もに見られる とで、女性の欲望をも喚起していく。
一九二四年頃の朝日新聞社の販売収入と広告収入の比率は、販売収入が五三・六％、広告収入が四六・四％で広告の占
める割合が非常に大きい
（（1
（
。その中でも売薬・化粧品・出版のいわゆる「三大広告」が上位を占めていた
（（1
（
。その対象を十重
田裕一は『文藝春秋』に掲載された広告から「サラリーマ を中心とする新中間層とその家族を想定したものが多い
（（1
（
」よ
うだと指摘している。 『文藝春秋』と同様に「大阪朝日新聞」の広告も新中間層を想定したものが多い。そのなかでも『婦人倶楽部』や『主婦之友』などの女性雑誌、白粉や美顔洗粉などの化粧品、産婦人科や月経薬などの売薬と っ 女性を想定したものが多数掲載されている。 のことから新中間層の家族の中でも、とくに主婦に焦点が当てられていたことが分かる。
第一六回（四・四（の挿絵では、譲治に言われて海辺でケラーマンを真似するナオミ（図
（ が描かれている。瀬崎圭
二によれば、 「大正期 海辺は、オゾンとの関係を指摘す 科学的認識を背景に、快楽をもたらす場として文学テクストや広告の場に位置づけられていく
（（1
（
」場所だ。それと同時に女性にとっては自分の美しい体（水着姿（を見せる場所でもあっ
た。図
（のナオミも胸やきれいにＳ字カーブを描く腰から尻のライン、そして足を見せながらコケティッシュな表情をし
ており、性的な魅力を湛えている。『三越』七月号（一九二三・七、三越呉服店
（
の「舶来製御婦人用純毛海水着」と「御婦人用海水帽」にはナオミが着用
八三
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したものに類似する商品が掲載され、その記事広告内で水着の「形は、今年は特に御婦用種々目新しい、ハイカラなものが出来て参りました」と書かれ、海水帽も「其の型が如何に多く 種類に富み、また如何に美しいかは実に御覧の通りでございます」と書かれてい 。水着や にも実用性よりハイカラさや美しさが求められており、海辺同様 性的な意味合いが込められていた。
現実に流行していた水着や水泳帽と似たものを挿絵に描くことで、ナオミのイメージを支えるベージング・ガールやケ
ラーマン、 「アマチュア倶楽部」の葉山三千子（図
（
との繋
がりを深め、現実的な魅力を増していく。つまり、海水浴の
エピソ ドとこの挿絵は偶然差し挟まれたものではなく、ナオミ イメージを強化する上で必然的なものだったといえる。
また、木村荘八が「画面のすぐ上には遠慮なくラボカの広告が突出しているし 又、絵 下には、カルピスだとか、月
図6　葉山三千子（『新潮日本文学アルバム7
　　谷崎潤一郎』一九八五・一、新潮社）
図5　第一六回（四・四）
表示できません
八四
やくの薬、歯磨、時計の広告などが活潑に嘱目相競っているので、その間に介在すればこそ、挿絵は初めて面白いのである
（11
（
」と指摘するように、挿絵と広告は紙面の中で密接に関わっている。ナオミは、第二〇回（四・八（で鏡に向かってメリー・ピクフォードやピナ・メニケリ、ジェラルディン・ファーラー
の真似をしている。西洋人に似ているのは「鼻つきと歯ならびのせいだよ」と譲治が言うと、口を広げてその歯並びを鏡に映して眺め 。挿絵にも鏡を手に持ち、歯を見せながら笑う姿（図
（ が描かれている。小首を傾げて微笑む姿は〝視
る男〟の欲望を喚起する魅力をもつ。それだけで く、 『痴人の愛』 下に配置された桃谷化粧品研究所「美顔洗粉」やクラブ化粧品「クラブ煉歯磨」の広告と共 見られ ことで ナオミの美しい顔や歯並びが一層強調され、女性の消費を促す役割をも果たしたのではないだろうか。
第四二回（四・三〇（でナオミは、カフェ・エルドラドに「出かける四五日も前から大騒ぎ」し、家中の着物を着散ら
かしては「 「変だわ、何だか。あたしこんなのじゃ気 入らないわ」と直ぐ脱ぎ捨てて、紙屑のように足で皺くちゃに蹴飛ばして、又次ぎの奴 引っかけて」いく。挿絵でも辺り 着物を脱ぎ散らかし、譲治がいるであろう斜め後ろを見やる姿（図
8（が描かれている。 「有るだけの物を引っ張り出して、それに一々手を通して見る」ことが出来るだけの服を持って
いながら、気に入らないという理由で新しい着物をねだる姿は、まさに〈買い物依存症〉的なあり方
（1
（
だ。ダンスの衣装に
限らず、着物や下駄 「 「喰ひ物」 、 「西洋洗濯」に対する莫大な消費は ナオミの家事の放棄と〈主婦〉なるものからの逸脱を表象し 「あたし女中じゃな ことよ」というナオミの台詞に明示されるように、 〈女中〉であること 〈母〉であることに対する拒否
（11
（
」感を表しているともいえる。
日高昭二は広告図案の中で巧みに消費を誘う「美人画」の主役たちと、実際に百貨店や劇場におもむく「美貌」のヒロ
インとの重なりを指摘してい
る
（11
（
。しかし、ナオミは「美人画」の主役であり、 「美貌」のヒロインでもあることから、消費
を促す広告 美人像とそれに乗せられる購買者の姿を併せ持つように描かれている。こうした「徹底した消費の身体」
八五
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表象は、家にしばられ、自分の衣服に贅沢をしていられない主婦にとって、夢のような姿だろう。女性向けの広告とともに見られることで、魅力的な商品であり、消費者でもあるナオミの姿が強調され、男性だけでなく、女性読者までも惹き付け、 「商品性という烙印を逆手に取って自らどこまでも商品として流通して行
（11
（
」ったといえる。
広告には化粧品や衣服などの消費を促すものの外に、性に関わる広告がある。北田暁大『広告の誕生
―
近代メディア
文化の歴史社会学』 （二〇〇三・三、岩波書店
（
によれば、 「大阪朝日新聞」は「東京朝日新聞」に比べて広告倫理問題に
極めて鈍い反応しか示さなかったせいか、読者に刺激的なわいせつ広告（性病関係 売薬、病院広告
（
が目立っていた。
「大阪朝日新聞」に掲載された『痴人の愛』の同一紙面にも、わいせつ、誇大な広告がよく掲載されている。
前掲の図
（の上目遣いでこちらを見るナオミの表情には、新中間層の女性の健全な（性的（魅力があらわれていた。と
図7　第二〇回（四・八）
図8　第四二回（四・三〇）
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ころが、その下にこしけの治療薬「メスチン」の広告が大きく掲載されている。そこでは、こしけにかかった女性の痛々しい姿とそれを指さす男性の手が描かれ、過激な性が戒められている。ハイカラな姿となったナオミは元々銘酒屋の娘で女給であったこと、譲治の所に来てからは母親にさえ「恐ろしくハイカラになっちゃった」とあまり良い言い方をされていないことを思い起こすと、ゆくゆくはナオミも広告の女 ようになるのでは いかというダブルイメージを読者に形成させる。
映画記事や新中間層の女性を主なターゲットとする消費・性に関わる広告と『痴人の愛』のテクスト・挿絵を併せて読
むことで、テクストのみ 読む以上にナオミの消費的・性的な身体と装いが強調され 。それによって、譲治とナオミは大衆の欲望をかき立てていくが、その一方で新中間層 あこがれの姿から徐々に逸脱していく。
四
　
テクストと挿絵のズレ
最初は新聞の主な読者層である新中間層に向けた商品という意図が一致していたであろう新聞社・谷崎・田中の三者関
係は、 「大新聞に載せるもの しては作の内容が風紀上面白くないといふ で中途で休載するのを已むなきに至」っ
た
（11
（
や
「秩序を守ろうとする保守的な中高年層の反対とがあったのだ。そのうえ、検閲当局からもしばしば注意があり、干渉弾圧が強くなってきた
（11
（
」という指摘のように、読者の批判と検閲の危険性によってバランスを崩し、テクストと挿絵の間に葛
藤が生まれる。その齟齬が最も明確に現れているのは、熊谷 浜田が「お伽噺の家」に泊まりに来る第六三回～第六七回と二度目の鎌倉旅行をする第八四回～第八七回であ 。
前者の始まりは、 「読者」への呼びかけがなくなるのと重なる。第六三回（五・二一
（
でナオミは「蚊帳は一つしかない
んだから、みんな一緒に寝ればいいわよ」とはしゃぐ。 ころが、挿絵にナオミや譲治たちは描かれず、代わりに「お伽
八七
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噺の家」 （図
9（
が描かれている。しかもナオミのはしゃぎようと対照的に、雨が降ってどんよりとした空模様の中「お伽
噺の家」の背面が描かれ、下部には鬱蒼とした草木が繁っており、不気味な暗さがある。その一方、前後の回では熊谷がナオミを「呆れたもんだね、まさに海豹に違いないね」と比喩した海豹が描かれたり、白い衣服が際立ち背徳的な行為など感じさせないナオミの姿が描かれるなどテクストの記述と異な いる。
二度目の鎌倉旅行でもテクストと異なる挿絵が描かれている。第八五回（六・一二（では「黒いマントを引っかけて踵
の高い靴を履いている」という記述と異なり、白いマントを羽織ったナオミ（図
（0（が描かれている。このマント姿を桐
生は「淫婦」としての本性を表す象徴と捉え 「闇」や「黒 マント 「女の白い肌」配置による視覚的効果について言及している
（11
（
。一方、吉田優子はこの効果は「淫婦」の正体を隠すと同時にそれを暗示しており、テクストでは後者を意図
図9　第六三回（五・二一）
図10　第八五回（六・一二）
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していると指摘す
る
（11
（
。たしかに白いマントを羽織ったナオミが背後の黒い男の影と共に見られることで白さがより際立つ。
そのため、 「マントの下に一糸をも纏って」おらず、譲治に「何だお前は！己に恥を搔かせたな！ばいた！淫売！じごく」と罵られる「淫婦」のような姿とは対照的である。
テクストと挿絵の差違は、若い男を二人も家に泊めるわがままや過剰な消費を許す譲治のあり方、ナオミとの関係を匂
わせる浜田、熊谷への批判であり、保守的な中高年の読者や検閲への配慮だと考えられる。
おわりに
一九二〇年代の朝日新聞社は、一〇〇万部突破を目論むと同時にライバルである毎日新聞社と差別化を図ろうとしてい
た。その中で『痴人の愛』も商品の一つとして、 「震災後の我文壇に特異の光彩を放つべき作品
（11
（
」という期待を背負って連
載を開始する。田中の挿絵もその期待に沿うものであった。
二・三章で既に述べたように「読者」を意識し、隣接する映画記事「スクリーン」や当時流行していたものを取り込み
ながら読者の欲望を内面化していくことで、魅力的な商品としての質を持ったかのようにみえた。しかし、常に映画記事「スクリーン」や消費・性にまつわる広告と共に掲載されることで、それらを内面化した読者（の目
（
によって、ナオミの
消費的・性的な身体が強調されてしまう。そして、ナオミの消費に対する過剰 あり方や「自らもその消費のペースに飲み込まれてい
く
（11
（
」譲治の姿、熊谷たちとの姦通を匂わせる表現が多くなるにつれ、 「秩序を守ろうとする保守的な中高年層
の反対」にあい、 「検閲当局からもしば ば注意」され「干渉弾圧が強くな」り、最終的には連載を中断せざるを得なくなる。
とくに挿絵はテクストと違ってページを開いてすぐ目に入り、じっくり見なくても理解することが出来る。そのた 、
八九
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挿絵は読者の批判や検閲の問題から、欲望をあらわにしていくナオミの姿を描くことが出来なくなってしまい、テクストとの間に齟齬が生じていく。この原因を匠秀夫は田中のテキスト解釈の浅さと夢二の影響力の大きさによるものだと指摘した
（1
（
。諸岡知徳は、匠の言説を否定しながら「むしろ逆に田中が小説本文に忠実であればあるほどナオミの図像化に失敗
するという皮肉がここにはあった
（11
（
」と述べている。しかし、前述の記事や広告との関わりを考えると、匠や諸岡が指摘す
るテクスト解釈による図像化の失敗ではなく、同一紙面に掲載された記事や広告とともに見られることで、テクストをそのまま挿絵に描くことが出来なくなってしまったといえる。魅力的な商品であることを求めつつ、規範から逸脱することは許さない新聞社及び保守的な中高年層による『痴人の愛』への過剰な期待と裏切りを見ることが出来る。
新聞連載中断後、青少男女間で「ナオミズム
（11
（
」という流行語が生まれることから、若い（とくに女性（読者にとってナ
オミのあり方は決して裏切りではない。そこで『痴人の愛』は、ふさわしい場所を求めてプラトン社『女性』へと移動するのである。
〔付記〕
　
本文の引用は「大阪朝日新聞」 （一九二四・三・二〇～六・一四
（
に拠る。また引用文中の表記は適宜現行のものに改め、ル
ビ・傍点は省略した。
 
　
本稿は大妻女子大学人間生活文化研究所の平成 年度共同研究プロジェクト「近代日本文学におけるイメージと文学の関わ
りについての研究」の助成を受けたものである。また、本稿の一部は第一七回谷崎潤一郎研究会（二〇一三・三・一六、於大妻女子大学（での研究発表「描写と裏切り
―
挿絵から読む『痴人の愛』
―
」に拠っている。
注（
（
　
松本和也「 《ノート》挿絵画家・石井鶴三とその評価」 （ 『 「時代小説作家と挿絵画家・石井鶴三」展・資料集』二〇一二 〇
信州大学附属図書館（
（
（
　
山本武利『近代日本の新聞読者層』一九八一・六、法政大学出版局
九〇
（
（
　
永井善久「ナオミと邦子―女性・文学・商品―」 （ 『明治大学日本文学』二四号、一九九六・六、明
治大学日本文学研究会（
（
（
　
匠秀夫『日本の近代美術と文学―挿絵史とその周辺』二〇〇四・八、沖積社
（
（
　
匠、前掲書（注４（
（
（
　
岡田貞三郎『大衆文学夜話』一九七一・二、青蛙房
（
（
　
渡辺圭二「 『生ける人間』を描く」 （ 『名作挿絵全集』三巻、一九八〇・一〇、平凡社（
（
8（　『女性』での「読者」及び「読者諸君」という呼びかけは、 『女性』五月号（一九二五・五、プラトン社
（
の「読者諸君、諸君は既に前回までのいきさつのうちに、私とナオミとが間もなく撚りを
戻すようになることを、
―
それが不思議でも何でもない、当然の成り行きであることを、予想さ
れたでありましょう」のみである。
（
9（　「大阪朝日新聞」に掲載された広告の例として、八千代生命の広告に描かれた（譲治と同様、オールバックでスーツに蝶ネクタイ付けた
（
紳士像（図
（（
が挙げられる。その他、丁子堂薬房の肛門
病権威剤「ヒット」 （一九二四・六・三
（、津村敬天堂の腸胃加答児特効薬「ヘルプ」 （一九二四・六・
一一
（、玉置合名会社「脳鼻液」 （一九二四・六・一四
（
など、田中の挿絵に通底する広告を多数見出
すことができる。
（
（0（　「ピックフォードの昔」 （一九二四・三・三一
（、 「ロジタ（ピックフォード主演
（」 （四・二一
（、 「梅蘭芳と映画（ピクフォードの
近況について
（」 （五・一五
（、 「海外映画ニュース（メリー・ピクフォードと弟のジャック・ピクフォードが出演した映画につい
て
（」 （五・二三
（、 「スター投票（ 「フォートプレイ」で実施されたスター投票でメリー・ピックフォードが女優部門に選ばれたこ
とについて
（」 （五・二七
（、 「海外女優の噂（メリー・ピクフォードの引退について
（」 （五・二九
（
など、 『痴人の愛』が連載された
期間だけでも度々話題に上っている。
（
（（
　
桐生眞理江「 『痴人の愛』にみる服装表現」 （ 『服飾美学』一〇号、一九八五・二、服飾美学会（
（
（（
　
桐生眞理江は前掲書（注
（（
において、 『痴人の愛』の服装描写が大正九年前後の「谷崎が作品のモデルといわれるせい子と関
わり、西洋心酔的な生活をして た頃の」ものであることを国内外の雑誌のファッションに関する記事を元に実証している。
図11　「大阪朝日新聞」（一九二四・五・二二）
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瀬崎圭二「浪費の行方
―
谷崎潤一郎「青い花」と「痴人の愛」
―
」 （ 『流行と虚栄の生成
―
消費文化を映す日本近代文
学
―
』二〇〇八・三、世界思想社（
（
（（
　
佐伯順子『明治〈美人〉論
　
メディアは女性をどう変えたか』二〇一二・一一、ＮＨＫ出版
（
（（
　
北田暁大『広告の誕生
―
近代メディア文化の歴史社会学
―
』二〇〇〇・三、岩波書店
（
（（
　『朝日新聞社史』資料編、一九九五・一、朝日新聞社
（
（（
　
山本武利『広告の社会史』一九八四・一二、法政大学出版局
（
（8（　
十重田裕一
｢ 広告から見た大正期「文藝春秋の展開」 （ 『国文学研究』二〇〇六・三、早稲田大学国文学会（
（
（9（　
瀬崎圭二「海辺と〈肉体〉
―
大正期の身体表象について
―
」 （ 『広島大学大学院研究科論集』七〇、二〇一〇・一二、広島大
学大学院文学研究科（
（
（0（　
木村荘八「挿絵と素描」 （ 『アトリエ』一九三二・四、アトリエ出版社（
（
（（
　
瀬崎、前掲書（注
（（
（
（（
　
永井、前掲書（注
（
（
（（
　
日髙昭二「大正期「挿絵入り小説 の問題
―
『真珠夫人』その他
―
」 （ 『日本近代文学館年誌
　
資料探索六』二〇一〇・一〇、
日本近代文学館（
（
（（
　
永井、前掲書（注
（
（
（（
　
湯地孝「痴人の愛」 （ 『国語と国文学』 二、一九三五・一〇、至文堂（
（
（（
　
野村尚吾『伝記谷崎潤一郎』一九七二・五、六興出版
（
（（
　
桐生、前掲書（注
（（
（
（8（　
吉田優子「 「痴人の愛」にみるマントについて」 （ 『服飾美学』一六号、 七 三 服飾美学会（
（
（9（　「新小説痴人の愛
　
谷崎潤一郎氏作
　
田中良画」 （ 「大阪朝日新聞」一九二四・三・一九（
（
（0（　
瀬崎、前掲書（注
（（
（
（（
　
匠秀夫は『日本の近代美術と文学：挿絵とその周辺』 二〇〇四・八 沖積社
（
において、 「谷崎は主人公ナオミの顔立ちを「活
動女優のメリー・ピックフォードに似たところがあって確かに西洋人じみていました」としているが、これをうけた田中のナオミ
九二
像は、当時、人気絶頂、最盛期にあった竹久夢二流の甘美、繊弱、溺々とした美少女になっており、ナオミの野性味を潜めた不良少女的なふてぶてしさはすっかり消えてしまっている。コンテやペンで描かれたこの新しい挿絵は、テキスト解釈の浅さから優れたものとはいえないに ても、時代の美人画における夢二の影響力の大きさを示す好例になっている」と指摘している。
（
（（
　
諸岡知徳「複製技術時代の挿絵
―
田中良／岩田専太郎／視覚文化」 （ 『
JunC
ture
超域的日本文化研究』二号、二〇一一・三、名
古屋大学大学院文学研究科附属日本近現代文化研究センター（
（
（（
　「ナオミズム」という言葉は、橋爪健「紙上放送室
　
ナヲミズム」 （ 「読売新聞」一九二五・一〇・三
（、 「閑談」 （ 「読売新聞」一九
二五・一〇・二四（に登場する。
